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平成31年（令和元年）院内集談会（2019）
No 　 演　　者 演　　題 発表日
1 リウマチ科 岸本　勇二 リウマチセンターにおけるチーム医療の取り組み 2019. 02. 06
2 臨床工学技術課 萩原　隆之 ハイフローセラピーの紹介 2019. 02. 06
3 看護部 田淵　裕子 特定行為「インスリン投与量の調整」活動報告 2019. 02. 06
4 看護部 近藤　照代（５西病棟） 腹膜透析患者への看護支援　～退院後訪問の取り組み～ 2019. 02. 06
5 臨床工学技術課 大村　晋悟 平成30年度呼吸ケアサポートチーム（RST）活動報告 2019. 06. 06
6 看護部 小山　和子 鳥取赤十字病院における特定行為研修について 2019. 06. 06
7 看護部 濵本　良恵（７西病棟） 特定行為「創傷管理」活動報告 2019. 06. 06
8 看護部 濱本　奈未（５西病棟） 広島大学病院見学を終えて 2019. 06. 06
9 臨床工学技術課 長谷　知哉 当院で使用している酸素療法器具の紹介 2019. 10. 10
10 歯科口腔外科 谷尾　和彦 薬剤関連顎骨壊死（MRONJ）について 2019. 10. 10

















































































































































































































　薬剤関連顎骨壊死M R O N J（m e d i c a t i o n - r e l a t e d 
osteonecrosis of the jaw）とは，BP製剤等の骨吸収抑制薬
投与時に，顎骨に発生する骨壊死のことである．
　2003年に顎骨壊死が初めて報告され，以来多くの患
者を苦しませている疾患である一方，その薬剤は，今や
骨粗鬆症・前立腺癌，乳癌等の転移性悪性腫瘍の治療に
なくてはならないものである．MRONJの発症は口腔内
環境に大きく起因することが知られており，投与前に口
腔内保清の徹底が必須である．口腔環境は大腸と同じ
程度の細菌数を有しており，さらにむし歯，歯周病等よ
り，口腔細菌が容易に顎骨へ侵入しやすい状態である．
このため骨吸収抑制薬の投与前には歯科での口腔保清，
感染を惹起する可能性のある歯牙の処置が必要であり，
更には投与中の口腔環境の保全も大変重要である．
　MRONJ予防には，薬剤投与前に歯科でのスクリーニ
ングが必須であり，これなくしてこの疾患の予防策はな
いと言っても過言ではなく，医科歯科連携を進めていく
必要がある．
11．「骨粗鬆症治療推進委員会」の立ち上げ
整形外科　岸　　隆広　
　骨粗鬆症を基盤とした骨折は脆弱性骨折と呼ばれ，大
腿骨近位部骨折（大腿骨頸部骨折と転子部骨折を合わせ
たもの）や脊椎圧迫骨折などはADLやQOLを悪化させ，
要介護に至る原因となり生命予後も引き下げる．さらに
脆弱性骨折の既往があると次の骨折（二次骨折と呼ぶ）
を生じるリスクが上昇し「骨折の連鎖」を引き起こすこ
とが言われているにもかかわらず，骨粗鬆症治療が適切
に行われていない．世界的には二次骨折を防ぐ取り組み
が各国で行われており，日本でも骨粗鬆症患者を対象に
したリエゾンサービスの導入が推奨されている．そこで
当院でも大腿骨近位部骨折患者の二次骨折予防を目的と
した，多職種で連携した対策チームを結成し，2019年
５月からは「骨粗鬆症治療推進委員会」として活動して
いる．医師，歯科医師，看護師，薬剤師，理学療法士，
医事課職員がそれぞれの分野で治療に介入し，骨粗鬆症
の改善，歯科治療，服薬指導，生活指導，転倒予防，地
域連携などを行っている．
